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スタッフ（２００４年１２月２１日撮影）

２００４年の活動２００４年の活動

・８月９－１０日　ＶＬＢＩ次世代相関器ワークショッ・８月９－１０日　ＶＬＢＩ次世代相関器ワークショッ
プ開催（共催）＠鹿島プ開催（共催）＠鹿島



・１０月６・１０月６ーー７日　ｅ－ＶＬＢＩ国際ワークショップ７日　ｅ－ＶＬＢＩ国際ワークショップ
開催＠幕張開催＠幕張

•• 鹿島３４ｍアンテナ２００３年　年次報告書鹿島３４ｍアンテナ２００３年　年次報告書

•• ＩＶＳ　ＮＩＣＴ－ＴＤＣ　Ｎｅｗｓを発行ＩＶＳ　ＮＩＣＴ－ＴＤＣ　Ｎｅｗｓを発行
–– Ｎｏ．２４（２００４年６月）　Ｎｏ．２５（２００４年１１月）Ｎｏ．２４（２００４年６月）　Ｎｏ．２５（２００４年１１月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）



日米ｅ－ＶＬＢＩで観測からＵＴ１推定までの日米ｅ－ＶＬＢＩで観測からＵＴ１推定までの
最短記録を更新最短記録を更新

２００４年６月２９日
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観測終了から４．５時間でＵＴ１推定に成功

““ＨＡＹＡＢＵＳＡＨＡＹＡＢＵＳＡ”” Delta VLBI Delta VLBI 
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after http://www.isas.ac.jp/j/enterp/missions/muses-c/index.shtml
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(2002暮打ち上げの場合）



VLBI observations of the 
Huygens probe

２００４年１２月２５日
　　カッシーニから切り離し
２００５年１月１４日
　　タイタンに降下（１８ｈＪＳＴ～）

http://www.esa.int/SPECIALS/Cassini-Huygens/SEM9W82VQUD_1.html

受信周波数：
２０４０ＭＨｚ＜＝通常の帯域外

２００４年１２月１４日
　鹿島－上海で２０４０ＭＨｚの
　受信テスト実施（ｅ－ＶＬＢＩ）
２００４年１２月２２日
　フリンジ検出（３Ｃ４５４．３）

ソフト相関器の実用化推進ソフト相関器の実用化推進

• 測地ＶＬＢＩ用ソフト相関器
– cor      1ビットサンプリングデータ専用　　

　　　　　　　　ＰＣあたり　～16-32Mbpsデータの実時間処理

– fx_cor  汎用

• ギガビットＶＬＢＩ用ソフト相関器
– gico3-corr　　ＰＣあたり　100Mspsデータの実時間処理

　　　　　　　　　　分散処理　1Gspsデータの実時間処理



３４ｍアンテナ使用３４ｍアンテナ使用時間時間統計統計

アンテナ保守、測定
等

IVS実験
パルサータイミング

木星観測

J-Net

e-VLBI

はやぶさ観測

電離層観測

アンテナ高精度化

カッシーニ観測

見学､撮影等

期間：２００４年１月～１２月２０日
（１２５４時間／８４９６時間）

３４ｍアンテナ補修３４ｍアンテナ補修

●主鏡背面構造体の大規模補修を実施
　(安全対策案件として所の予備費が認められる。）





国内共同研究相手先国内共同研究相手先

（２００４年１２月現在（予定を含む））

国立天文台国立天文台

鹿児島大鹿児島大

東北大東北大

岐阜大岐阜大

北海道大北海道大

茨城大茨城大

国土地理院国土地理院

ＮＴＴ研究所ＮＴＴ研究所ＪＡＸＡＪＡＸＡ

山口大山口大

宇宙電波応用
グループ

宇宙電波応用
グループ


